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一 般 相 談

家庭生活上の悩 みごとや、いろ

いろな 手続きなどについて相談に
応じ ます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜・祝日を除
く毎日。午前9時～4時
区役所1 階区民 相談室

水と緑の対話が戻る街に
見沼代親水公園　来春完成へ

春
に
は
桜
の
花
見
、
夏
に
は
子
供
た
ち
が
水
遊
び
、
秋
に
は
紅
葉
見

物
―
と
、
見
沼
代
用
水
路
を
、
四
季
折
々
の
風
情
が
楽
し
め
る
住
民

相
互
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
〝
親
水
公
園
〟
の
造
成
が
、

五
十
九
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
着
々
と
進
行
中
で
す
。
水
と
緑

に
満
ち
た
自
然
環
境
の
豊
か
な
憩
い
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〝親
水
公
園
〟と
し
て
生
ま
れ
か

ね
る
見
沼
代
用
水
は
、近
年
ま
で
農

業
用
水
略
と
し
て
足
立
区
の
展
叢
生

産
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、峨
後
の

急
速
な
市
街
化
に
よ
り
、都
市
の
排

水
略
と
化
し
、近
隣
の
僅
民
生
活
の

安
全
、衛
生
面
で
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、こ
の
解
決
を
ぱ
か
る
と

と
も
に
、用
水
路
を
生
活
環
境
の
申

の
貴
重
な
空
間
(
賢
源
)
と
し
て
生

か
し
、
〝水
と
緑
の
対
話
〟
「取
り

戻
す
観
水
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
ぴ
〝親
水
公
園
〟化
す
る

対
象
区
間
は
、
足
立
区
北
東
部
の
見

沼
代
用
水
延
長
約
二
千
百
㍍
の
う

ろ
、
埼
玉
県
側
か
ら
の
導
入
口
(
舎

人
水
門
)
か
ら
古
千
谷
橋
ま
で
の
延

艮
約
千
七
百
㍍
の
区
間
で
す
。(
舎

人
四
1
1日
～
古
千
谷
五
丁
目
)

計
画
に
よ
る
と
、現
在
幅
員
五
～

九
㍍
あ
る
水
略
部
分
を
埋
め
立
て
て

幅
風
を
二
-
三
㍍
に
縮
め
、埋
め
立

て
部
分
に
緑
地
帯
や
敵
策
路
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。

ま
た
、最
上
流
部
で
河
川
の
自
浄

作
用
を
利
用
し
た
方
法
に
よ
り
水
を

浄
化
し
て
、
水
路
に
き
れ
い
な
水
を

流
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

親
水
公
園
化
に
あ
た
っ
て
は
、立

地
条
件
、周
辺
の
輿
境
、公
園
、学

校
、農
地
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
合

わ
せ
て
、全
体
を
四
つ
に
区
切
っ
て
。

「水
生
植
物
園
ゾ
ー
ン
」
「
こ
も
れ
ぴ

ゾ
ー
ン
」
「せ
せ
ら
ぎ
ゾ
ー
ン
」
「ま
ど

ろ
み
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
を
持
た
せ
て
整
備
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
に
四
つ
の
ゾ
ー
ン
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

水
生
植
物
園

ゾ
ー
ン

毛
長
川
合
流
点
の
石
神
壙
か
ら
都

道
川
口
・
草
加
線
(
舎
人
上
之
橋
)
ま

で
の
約
四
百
五
十
㍍
の
区
間
で
す
。

こ
の
区
間
は
、水
質
浄
化
、沈
砂
の

動
き
を
兼
ね
、主
に
水
生
植
物
の
生

息
・
観
賞
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
ま

す
。水
路
は
や
や
広
く
確
保
し
、水

辺
に
は
シ
ョ
ウ
ブ
、カ
キ
ツ
バ
タ
、

ス
イ
レ
ン
な
ど
の
植
吻
、河
畔
に
は
、

シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、サ
ク
ラ
、ツ
ツ
ジ

な
ど
を
植
え
込
み
ま
す
。ま
た
、水

辺
を
敵
策
、観
賞
で
き
る
よ
う
園
路
、

デ
ッ
キ
、八
ツ
橋
、四
阿
(
あ
ず
ま

や
)
を
配
し
て
回
遊
式
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

春
に
は
憩
い
の
場
と
し
、花
の
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
釣
り
や
風
景

観

賞
、
水
生
生
吻
の
観
察
の
場
と
も
な

る
節
分
を
設
け
、
自
然
の
水
草
や
昆

虫
の
生
息
、
野
鳥
の
採
餌
風
景
が
見

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
ま

す
。

こ
も
れ
びゾ

ー
ン

都
道
か
ら
下
流
へ
杏
乗
橋
ま
で
の

約
二
百
七
十
㍍
の
区
問
で
す
。上
流

か
ら
清
水
が
流
れ
出
て
く
る
所
で
、

屈
曲
し
た
流
路
を
生
か
し
て
渓
流
の

よ
う
な
趣
き
の
あ
る
流
れ
と
し
ま

す
。野
鳥
の
さ
え
ず
り
か
楽
し
め
、春

に
は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
が
観
賞

で
き
る
、
野
趣
に
富
ん
だ
緑
酒
と
な

る
で
し
ょ
う
。

護
岸
は
石
垣
で
つ
な

き
、石
に
座
っ
た
り
、

沢
渡
り
の
よ
う
に
渡
り

歩
け
る
よ
う
な
工
夫
を

し
ま
す
。水
際
に
は
、

モ
ミ
ジ
、ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、ミ
ズ

キ
な
ど
の
落
葉
樹

を
主
体
に
植
え
込
み
を

し
、
四
阿
(
あ
す
ま
や
)
風
の
施
設

を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に
は
水

位
差
を
利
用
し
た
湧
水
を
設
け
た

り

、点
艱
と
し
て
巨
石
そ
置
く
な
ど
、

自
然
の
情
感
を
深
め
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎゾ

ー
ン

諏
訪
神
社
を
中
心
と
す
る
前
後
約

四
百
八
十
㍍
の
区
間
で
す
。周
辺
庄

民
の
日
常
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
、
様
々
な
形
で
親
水
的
利

用
か
望
ま
れ
ま
す
。

散
策
す
る
、
な
が
め
る
、ふ
れ
る
、

入
る
、
あ
そ
ぶ
な
ど
、
で
き
る
だ
け

多
様
な
利
用
か
安
全
に
で

き
る
よ

う
、
浅
く
て
快
い
水
音
の
す
る
せ
せ

ら
ぎ
風
の
流
れ
を
主
体
に
鰹
備
し
、

水
に
接
し
や
す
い
よ
う
に
広
場
や
芝

生
帯
を
水
流
沿
い
に
多
く
設
け
ま

す
。ま

た
、小
さ
な
子
供
達
か
水
に
入

っ
て
遊
ん
で
も
安
全
な
よ
う
に
水
深

を
五
～
二
十
㌢
と
し
、水
流
沿
い
に

は
コ
ナ
ラ
、
ソ
ロ
、ケ
ヤ
キ
な
ど
で
、

雑
木
林
風
な
緑
陰
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
ど
ろ
みゾ

ーン

最
下
流
部
の
終
点
小
千
谷
橋
ま
で

の
約
五
百
㍍
の
区
間
で
す
。
水
路
幅

が
や
や
せ
ぱ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
水
路
の
勾
配
も
と
り
難
く
、
直

線
的
な
線
形
で
あ
る
た
め
、
こ
う
し

た
条
件
や
環
境
に
似
合
う
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
水
路
の
面
彫
を
残
し
て
ゆ

っ
た
り
と
し
た
流
れ
を
整
備
し
ま

す
。流

れ
沿
い
に
敵
策
路
や
休
憩
場
所

を
設
け
、所
々
に
ス
イ
レ
ン
や
シ
ョ

ウ
ブ
の
植
栽
を
配
し
、水
路
に
魚
を

放
す
な
ど
、周
朋
の
住
民
の
休
憩
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
も
の
に
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、敵
策
路
は
古
千
谷
小
学

校
の
通
学
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る
点

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、サ
ク
ラ
、ケ

ヤ
キ
な
ど
四
季
を
象
徴
す
る
樹
木

を
植
え
込
み
ま
す
。

《
公
園
課
》

( 水生植物園ゾーン)

都市農業公園完成予想部分図

ただいま
進 行 中

花
畑
記
念
庭
園

都
市
農
業
公
園

□
花
畑
記
念
庭
園

石
垣
や
豊
か
な
水
面
を
外
周
に

配
し
た
日
本
庭
園
を
花
畑
公
園

(
仮
称
=
花
畑
四
丁
目
)
内
に
造
成

し
て
い
ま
す
。
開
園
は
昭
和
六
十

年
四
月
の
予
定
で
す
。

約
九
千
平
万
㍍

の
園
内
に
は
、
集

会
場
、水
の
流
れ
、

滝
、池
、四
阿
(
あ

ず
ま
や
)
、
芝
生

広
場
を
配
し
ま
す
。

庭
園
は
回
遊
式
で
、
園
内
を
散

策
し
な
が
ら
日
本
的
修
景
を
味
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
芝
生
広

場
で
は
野
立
て
な
ど
の
催
し
か
で

き
ま
す
。
集
会
場
は
。
地
下
一
陪

地
上
二
陪
で
、
二
階
部
分
は
二
百

人
か
入
れ
る
集
会
寔
に

な
り
ま
す
。

□
都
市
農
業
公
園

区
内
の
農
藁
の
歴
史

を
と
と
め
、農
業
と
地

域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
た
、多

目
的
な
公
園
を
、
都
市
農
業
公
園
と

し
て
、
江
北
公
園
(
江
北
一
・
二
・
五

丁
目
)
内
に
計
画
中
で
す
。完
成
は
、

昭
和
六
十
年
二
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。約

四
万
一
千
七
百
平
方
㍍
の
園
内

に
は
、
花
卉
と
野

菜
の
畑
や
温
室
、

果
樹
園
、
生
垣
見

本
園
、区
民
農
園
、

池
、
流
れ
な
ど
を

配
し
ま
す
。

ま
た
、
水
田
や
セ
リ
田
を
背
景

に
、
農
家
を
移
築
し
て
農
業
資
料

館
に
し
ま
す
。母
屋
や
納
屋
に
は
、

む
か
し
使
っ
た
農
機
具
や
生
活
用

品
を
展
示
し
ま
す
。《

公
園
課
》

葦立 ち

今
年
は
暖

冬
の
せ

い

か
、
早
く
も

春
の
息
吹
き

が
感
じ

ら

れ
、
元
淵
江

公
園
な
ど
に

植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
苗
も
頭

を
出
し
て
き
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
明
冶
時
代
か

ら
切
り
花
用
と
し
て
区
内
で
栽
培

さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。区
制
五

十
周
年
に
ち
な
み
、区
民
会
議
で

区
の
花
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、当

区
と
歴
史
的
に
縁
が
深
い
桜
と
と

も
に
、
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、元
淵
江
公
園
に
三
千
本

ほ
ど
咲
か
せ
た
と
こ
ろ
、訪
れ
る

方
々
に
大
変
好
評
で
し
た
。

今
年
は
、各
地
域
で
観
賞
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、中
央
公
園
、北

鹿
浜
公
園
な
ど
、区
内
十
さ
ん
ブ
ロ

ッ
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
を
選

ぴ
、全
部
で
十
七
種
類
、三
万
球

を
足
立
花
き
農
協
の
ご
協
力
を
得

て
植
え
こ
み
ま
し
た
。

特
に
、し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
は
、

区
の
マ
ー
ク
を
花
の
濃
淡
で
描
き

出
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
花
の
頃
、
お
暇
の

折
に
、
こ
れ
ら
の
公
園
を
散
策
さ

れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
こ
と
ば
は
〝
思
い
や
り
〟
と
い

わ
れ
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
育

て
る
の
に
も
思
い
や
り
か
な
け
れ

ぱ
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

も
同
じ
で
す
。こ
の
花
こ
と
ば
の

よ
う
に
、お
互
い
の
思
い
や
り
を

大
切
に
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

区
長
　古
性
直

都
知
事
選
挙
は
4
月
1
0日

み
ん
な
の
手
で
明
る
い
選
挙
を

区
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
2
4日

こ
の
四
月
に
は
、
統
一
地
方
選

帯
か
行
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

十
日
の
東
京
都
知
事
選
挙
、
そ
し

て
二
十
四
日
に
は
、
区
議
会
議
貝

選
挙
か
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

一
票
一
票
が
都
政
や
区
政
に
反
映

さ
れ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
必
ず

投
票
す
る
よ
う
今
か
ら
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。《

選
挙
管
理
委
員
会
》

功
績
を
た
た
え
て

児
童
・
生
徒
を
褒
賞

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
助
や
競
技

大
会
な
ど
に
お
い
て
、優
秀
な
成
績

を
収
め
た
区
立
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
を
表
彰
す
る
「教
育

委
員
会
児
童
生
徒
褒
賞
」の
昭
和

五
十
七
年
度
の
受
彰
者
か
決
ま
り
、

そ
の
衷
彫
式
が
一
月
二
十
一

日
、
区
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
褒
賞
制
度
は
、昭
和
五
十

六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、特
に
全
国
大
会
な
ど
に
お
い

て
願
著
な
活
躍
を
し
た
児
童
・
生

徒
に
は
、教
育
委
員
会
褒
賞
に
併

せ
て
区
長
褒
賞
を
授
与
す
る
も
の

で
、
児
童
・
生
徒
の
功
績
を
た
た

え
、
今
後
の
一
層
の
男
力
と
活
皿

を
願
う
も
の
で
す
。

今
回
、徴
育
委
貝
会
褒
賞
を
受

け
た
の
は
、十
四
団
体
、四
百
二

名
で
、こ
の
う
ち
区
長
褒
賞
を
授

与
さ
れ
た
の
は
、次
の
方
々
で
す
。

な
お
、昭
和
五
十
六
年
度
の
受

賞
者
は
十
四
団
体
、二
百
五
十
八

名
で
、こ
の
う
ち
区
長
褒
賞
は
、

三
団
体
、
五
十
六
名
で
し
た
。

《
区
長
褒
賞
》

団
体
賞
　
第
十
四
中
学
校
卓
球
部

女
子
(
第
十
三
回
全
国
中
学
校

卓
球
大
会
女
子
団
体
優
勝
)
、

第
十
四
中
学
校
水
泳
部
(
第
二

十
二
回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳

競
技
大
会
団
体
総
合
二
位
)

個
人
賞
　
大
橋
広
子
(
古
千
谷
小

学
校
=
第
三
回
全
国
児
童
生
徒

教
育
一
遭
展
「半
紙
の
部
」大

賞
)
、篠
田
幸
治
(
西
新
井
中
学

校
=
第
二
十
一
回
簡
易
保
険
郵

便
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
郵
政

大
臣
賞
)
、山
口
裕
恵
、夏
目
由

紀
子
、大
塚
真
美
、斉
藤
江
里

子
、高
田
香
、宮
野
美
佐
子
、

白
土
光
恵
(
以
上
第
十
四
中
学

校
=
第
十
三
回
全
国
中
学
校
卓

球
大
会
女
子
団
体
優
勝
)
、住
古

賢
一
、茂
木
一
正
、不
破
央
、

杉
本
茂
(
以
上
第
十
四
中
学
校
-

第
二
十
二
回
全
国
中
学
校
選

抜
水
泳
競
技
大
会
団
体
総
合
二

位
)

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
庶
務
係

受
付
け
し
て
い
ま
す

建
設
工
事
等
競
争
入
札
の
参
加
願

昭
和
五
十
八
年
度
・
五
十
九
年

度
に
お
い
て
、
区
の
建
設
工
事
等

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
所
定
の
様
式
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
三
月
四
日

※
た
だ
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
は

除
き
ま
す
。

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
(
正
午
～
午
後
一
時

は
除
く
)

所
定
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定

様
式
(
財
団
法
人
東
京
都
弘
済

会
で
販
売
)

※
受
付
期
間
の
後
半
は
相
当
に
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
契
約
第
一
係
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ふ
れ
あ
い
を
豊
か
に

心
の
扉
を
さ
あ
開
け
よ
う

み
ん
な
の
手
で
あ
た
た
か
い
力
で

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
、
梅
島
生
活
実
習

所
で
は
、
恒
例
の
楽
し
い
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。

努
力
し
て
作
っ
た
作
品
の
展
示
や
い
い
ろ
い
ろ
な

小
物
の
即
売
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

皆
さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

弥
生

祭

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

社
会
参
加
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て

通
所
訓
練
に
励
ん
で
い
る
、
通
所
者
(

児
)
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
り
、
第
三
回
「
弥
生
象
」

を
実
施
し
ま
す
。

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
、
地
域
の

人
々
と
交
流
を
深
め
る
場
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
　
三
月
三
日
～
六
日
、午
前
十

時
～
午
後
六
時
(
た
だ
し
、六
日

は

午

後
四

時
ま

で
)

場

所
　

竹

の

塚

セ
ン

タ
ー

内

容
　

▽

三

日
・

四

日
…
展
示

▽
五
日
…
展
示
、調
演
会
(
心
の
ふ

れ

あ

い
豊

か
々

ま

ち
)

▽
六
日…
▼
展
示
会
場
(
事
業
紹
介
、

作

品
展

果

実

演
)

▼

催
し

会

場
(

劇
、
器

楽

演

奏
、

詩

吟
、

ユ

一
丁

ク

ダ
ヽ
'
ス

、

手
品
)

▼

即

売
コ

ー
ナ

ー
(

手

芸
品

、
七

宝

、

陶

芸

、
ア

ク

セ
サ

リ
ー

、
皮

革

エ

芸
品
)

▼
軽
食
コ
ー
ナ
ー

※
な
お
、
講
演
会
(
五
日
)
の
講
師

に
は
、
俳
優
の
柳
沢
真
一
氏
を
お
迎

え
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
八
八
三
-
六
一
七
一

実
習
所
祭

梅
島
生
活
火
習
所
は
、心
身
に
障

害
を
持
つ
人
だ
ち
か
、
作
業
・
訓
練

等
を
通
し
て
、
毎
日
の
生
活
の
充
実

と
社
会
的
自
立
を
図
る
た
め
の
、
成

人
通
所
施
設
で
す
。

毎
年
、
実
習
所
で
は
、
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
実
習
所

祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
年
も
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
二
月
二
十
七
日
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
梅
島
生
活
実
習
所

内
容
　
実
習
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
製

品
の
展
示
、
即
売
、
保
護
者
会
の

バ
ザ
ー
、催
し
も
の
、遊
ひ
の
コ

ー
ナ
ー
、
模
擬
店
等

問
合
せ
先
　
梅
島
生
活
実
習
所

八
四
九
-
一
三
七
九

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

通
所
事
業
募
集

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
二
事
業
に
つ
い
て
、
四
月
か
ら

の
通
所
者
(
児
)
を
募
集
し
ま
す
。

□
幼
児
通
所
訓
練
事
業

対
象
　
知
恵
お
く
れ
の
程
慶
が
お
お

む
ね
中
・
軽
度
の
二
歳
～
五
歳
ま

で
の
幼
児
で
、
指
考
訓
練
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方

募
集
人
員
　
若
干
名

事
業
内
容
　
凧
本
的
生
盾
懇
度
や
習

慣
の
指
導
を
行
い
、
幼
児
の
自
立

性
や
集
団
嫡
応
性
の
習
得
を
目
的

と
し
ま
す

□
身
体
機
能
通
所
訓
練
事
業

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由

者
で
、指
導
・
訓
練
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
方

募
集
人
員
　
二
十
名

訓
練
期
間
　
四
月
初
旬
か
ら
九
月
下

旬
ま
で
の
お
お
む
ね
六
ヵ
月
間

事
業
内
容
　
槻
能
訓
練
や
ス
ポ
ー
ツ

作
業
所
を
通
し
て
、
心
身
共
の
概

能
の
維
持
や
改
善
を
は
か
り
、社

会
復
帰
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す

選
考
　
い
ず
れ
も
、
セ
ン
タ
ー
の
医

師
等
の
判
定
に
よ
り
選
考
し
ま
す

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接

申
込
期
限
　
三
月
六
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
ター
　
八
八
三
-
六
一
七

一

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

福

祉

講

座

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
三
月
五
日
(
土
)
午
後
一
時

三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
レ
ク
ホ

ー
ル

テ
ー
マ
　
心
の
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま

ち
講
師
　
柳
沢
真
一
氏
(
手
話
通
訳
付
)

参
加
人
員
　
六
十
名

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
電
話
可
)

※
な
お
、講
師
の
柳
沢
氏
は
、俳
優

と
し
て
活
躍
し
、現
在
、国
際
障
害

者
慈
善
団
体
ナ
イ
ス
(
I
ト
基
金
理

事
と
し
て
福
祉
活
動
さ
れ
、昨
年
、内
閣
総

浬
大
臣
賞
を
受
賞
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1
竹
の
塚
二
-
二

五
-
一
七
　
八
八
三
-
六
一
七

一
)

主婦でにぎわう即売コーナー

楽しい催しに場内満席

心身障害福祉センターのある
竹 の塚センター

春
の
火
災
予
防
運
動

防
ご
う
!
な
く
そ
う
!
車
両
・
船
舶
火
災

火
の
用
心
・
心
で
用
心
・
目
で
用
心

2 月28 日
～3 月13 日

今
年
も
、
空
気
が
非
常
に
陀
燥

し
、
強
風
の
吹
く
こ
と
の
多
い
季

節
が
や
っ
て
さ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
火
災
が
発
上
す

る
と
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
防
災
意
識
と
自
主
防
災
行
動

を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
火
災
に
よ
る
悲
惨

な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
捐

失
か
防
ぐ
よ
う
二
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

□
火
災
か
ら
命
を
守
る
備
え
を
し

よ
う昨

年
の
火
災
に
よ
る
北
者
は
百

六
十
六
名
に
の
ぽ
り
、
戦
後
最
悪

で
あ
っ
た
昭
和
四
十
八
年
の
紀
録

と
同
数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

火
災
は
人
々
の
ち
ょ
つ
と
し
た

不
注
意
か
ら
発
生
し
て
、
大
切
な

生
命
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
夕

バ
コ
な
ど
の
小
さ
な
火
か
ら
、
が

ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
に
い
た
る
ま

で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

□
暮
ら
し
の
中
に
防
火
の
点
検
を

と
り
い
れ
よ
う

昨
年
中
は
、
七
千
二
十
二
件
の

火
災
か
発
生
し
、
そ
の
う
ち
、
二
千
二
百

四
十
八
件
か
一
股
住
宅
お

よ
び
共
同
位
宅
か
ら
尭
生
し
て
い

ま
す
。

そ
の
火
災
原
因
の
ほ

と
ん
ど

は
、
放
火
、
タ
バ
コ
、
火
遊
び
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
風
呂
か
ま
ど
、
ス

ト
ー
ブ
等
で
占
め
ら
れ
て

い
ま

す
。私

達
の
大
切
な
家
庭
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
防
火
チ
エ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う

。

□
企
業
の
防
災
モ
ラ
ル
を
高
め
よ

う
昨
年
中
の
事
業
所
等
か
ら
の
火

哭
は
、
二
千
六
百
十
五
件
で
建
物

火
臾
の
七
〇
・
九
%
に
も
達
し
て

い
ま
す
。

特
に
事
業
所
に
は
、
多
く
の
人

が
動
務
し
出
入
り
し
て
い
る
の
で
、

火
災
に
な
る
と
多
く
の
人
命

を
奪
う
危
険
か
あ
り
ま
す
、
企
業

の
管
理
権
原
耆
は
、
防
火
管
理
の

徹
底
が
杜
会
的
責
任
で
あ
る
こ
と

を
強
く
認
識
し
、
完
壁
な
防
火
管

理
体
制
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
さ
消

防
男
へ
。

春 の 伊 豆 、 箱 根 路

湯 河 原

伊豆高原
「あだち荘」

申
込
方
法
は
、
毎
月
初
日
に
翌

月
一
ヵ
月
分
の
抽
選
を
行
い
、
以

後
空
室
に
つ
い
て
、
利
用
日
の
三

日
前
ま
で
順
次
(
電
話
で
も
受
付

け
ま
す
)
受
付
け
ま
す
。

四
月
分
の
申
し
込
み
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

を
ご
希
望
の
方
は
、
抽
選
日
に
国

民
健
康
保
険
証
、
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
の
領
収
書
か
必
要
で
す
。

ま
た
、
昜
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

は
、
三
月
分
も
ま
だ
空
室
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
用
具
を
支
給
し
ま
す

対
象
　
区
内
在
住
六
十
五
歳
以
上

の
、
自
宅
で
長
期
間
寝
た
き
り

の
方
で
、
前
年
の
所
得
税
か
年
額

四
万
二
千
円
以
下
の
世
帯
に

属
す
る
万

支
給
す
る
も
の
　
マ
ッ
ト
レ
ス

(
床
づ
れ
防
止
用
)
、
便
座
(ポ

ー
タ
ブ
ル
和
洋
振
付
用
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
各
福
祉
箏
務

所

手
続
は
お
早
め
に

看
板
・
日
除
け
の

道
路
占
用
申
請

道
路
は
、
皆
さ
ん
が
生
活
す
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
公
共
施
設
で
す
。
こ
の
路
上

へ
自
分
勝
手
に
物
を
置
い
た
り
、

看
板
・
日
除
け
等
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
看

板
、
日
除
け
に
つ
い
て
は
、
道
路

の
上
空
で
交
通
の
支
障
と
な
ら
な

い
範
囲
で
あ
れ
ば
道
路
占
用
井
可

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
の
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

占
用
料
　
▼
看
板
…
表
示
面
積

(
出
幅
×
延
艮
)
に
対
し
、一
平

方
㍍
に
つ
き
年
間
四
千
百
六
十

円
(
た
だ
し
、両
面
の
場
合
は
、

片
面
表
示
面
杖
の
一
・
五
倍
)

▼
日
除
け
…
占
用
面
積
(
出
幅

×
延
長
)
に
対
し
、
一
平
方
㍍

に
つ
き
年
間
千
十
円

占
用
料
の
減
額

看
板
に
つ
い
て

の
み
コ

エ
平
方
㍍
以
下
の
物
件

に
対
し
、
次
の
よ
う
に
減
額
さ

れ
ま
す

※
な
お
、
路
上
を
商
品
置
場
と
し

て
の
使
用
は
認
め
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
占
用
係

入
寮
者
を
募
集
し
ま
す

勤
労
青
少
年
寮

所
在
地
　
千
佳
桜
木
ニ
ー
}
五
丿

一
一
一
〇
一

居
室
　
個
窒
(
十
一
・
七
平
方
メ

ー
ト
ル
)

申
込
資
格
　
▼
十
五
歳
以
上
二
十

八
歳
末
嘴
の
単
身
男
子
の
方

▼
都
内
の
中
小
企
業
に
動
務
し

申
込
日
前
三
ヵ
月
の
平
均
月
収

が
十
五
万
円
以
下
の
方

入
寮
可
能
力
人
員
　
若
干
名
(
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

使
用
料
　
月
額
四
千
七
百
円
(
一

気
代
は
別
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
係

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

国

民

年

金

□
国
民
年
金
相
談

区
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る

疑
問
や
制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
知
り
た
い
方
の
た
め
に
、
年
金

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
東
京
都
国
民

年
金
都
の
専
門
官
か
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
日
(
水
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

□
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
ご
家
族
の
分
も
含
め
て
全

額
か
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
、
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
課
税

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
な
ど
、
ご
主
人
の
年
末
調
整

で
す
で
に
申
告
済
み
の
人
は
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。く

わ
し
く
は
、
い
ず
れ
も
国
民

年
金
課
へ
。
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健康はみんなの願い

検診・受講はお早めに

四
十
歳
代
の

女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

日
時
・
場
所
　
▼
三
月
二
日
・
九
日
・

十
六
日
…
足
立
保
健
所
、い
す
れ

も
午
後
一
時
か
ら
　
▼
二
月
八

日
・
十
四
ロ
ー
ト
五
日
・
=
中
央
本

町
保
健
相
談
所
、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
　
▼
三
月
八
日
・
:
午
前

卜
時
～
正
午
、
十
五
日
…
午
後
一

時
三
十
分
と
二
時
三
十
分
、二
十

三
日
・・・午
後
一
時
二
一
時
、
い
ず

れ
も
東
和
保
健
相
談
所

内
容
　
▼
一
日
目
…
若
さ
ぞ
保
つ
栄

養
学
　
▼
二
日
目
…
う
す
味
と
バ

ラ
ン
ス
食
　
▼
三
日
目
…
楽
し
く

体
を
動
か
そ
う

費
用
　
無
料
(
希
望
者
に
は
、貧
血

検
査
を
二
百
四
十
円
で
行
い
ま

す
)

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　
五

五
-
四
一
五
一
)
、中
央
本
町
保

健
相
談
所
(
　
八
〇
-
一
一
六

五
)
、東
和
保
健
相
談
所
(
　
六

〇
六
-
四
一
七
一
)

成
人
病
検
診

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時
～

一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
お
お
ひ
ね
三
十
歳
以
上
の
区

民
の
方

内
容
　
成
人
病
予
防
に
関
す
る
諸
検

査
(
血
圧
・
心
電
図
・
尿
検
査
・

血
液
検
査
ほ
か
)

費
用
　
約
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
　

八
八
八
-
四
二
七
七

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
毎
月
第
一
木
曜
口
、午
後
一

時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所

を
八
九
六
―
四
〇
〇
四

三
月
の
献
血
日
程

▽
一
日
(
火
)
…
主
子
信
用
金
庫
西

新
井
支
店
(
西
新
井
五
丁
目
)

▽
二
日
(
水
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
三
日
(
木
)
…
西
新
井
駅
東
口

▽
四
日
(
金
)
…
青
木
愉
用
金
庫
足

立
支
店
(
一
ッ
家
二
丁
目
)

▽
五
日
(
土
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
七
日
(
月
)
…
江
北
小
学
校

▽
八
日
(
火
)
…
五
反
野
小
学
校

▽
九
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
西
口

▽
十
日
(
木
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
一
日
(
金
)
…
江
北
皿
り
商
店

街
な
か
ほ
ど
金
吉
園
横
広
場
(
西

綾
瀬
二
丁
目
)

▽
十
二
日
(
土
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
十
五
口
(
火
)
…
東
京
都
陸
運
事

務
所
足
立
支
所
(
南
花
畑
五
丁

目
)
・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
九
日
(
土
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
二
十
一
日
(
月
)
…
竹
の
塚
駅
東

口
▽
二
十
四
日
(
木
)
…
区
役
所
本
庁

舎
▽
二
十
五
日
(
金
)
…
浜
野
医
院
(
神

明
一
丁
目
)
・
協
和
銀
行
花
畑
攴

店
(
花
畑
五
丁
目
)

▽
二
十
七
日
(
日
)
…
酉
新
井
駅
東

口▽
二
十
八
日
(
月
)
…
第
十
二
出
張

所

▽
三
十
日
(
水
)
…
北
千
住
駅
西
口
・

竹

の

塚
駅

東

口

▽
三
十
一
日
(
木
)
…
西
析
井
駅
西

口

※

な
お

、
時

間

は

い
ず

れ

も
午

前
卜

時
～

午

後
三

時

三

卜
分

。
た

だ

し
昼

食

休
憩

時
間

は

除

き
ま

す

。
ま

た

、

献

血
の

協
力

を

し
て

い

た

だ

け

る

方

、
団

体
(

献

血
受

付
の

協
力

等
)

は

、
連

絡
し

て

く

だ
さ

い

。

聞
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、ま
た
は

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
ター
　

六
九
二
-
五
七
〇
一

健
康
づ
く
り
の

食

生

活

ビ
タ
ミ
ン
C
が
風
邪
に
良
い
な
ど

最
近
は
あ
る
種
の
ビ
タ
ミ
ン
が
病
気

に
効
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ビ
タ
ミ

ン
・
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
は
ど
ん
な
働
き
を
す
る
栄

養
素
な
の
て
し
ょ
う
か
。ま
た
、体

に
取
り
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
一
番

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ら
か
、
生
命
活
動
を
営

ん
で
い
く
に
は
、
敵
々
の
栄
養
素
の

助
け
が
必
要
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
も
そ

の
ひ
と
つ
。
ビ
タ
ミ
ン
自
身
は
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
便
う
な
ど

体
の
機
能
を
ス
ムー
ズ
に
す
る
〝
潤
滑
油
〟

の
よ
う
な
働
き
を
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
か
不
足
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
特
有
の
症
状
そ
待
っ
た
欠
乏
症

が
包
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
A

が
足
り
な
い
と
「
夜
盲
症
」
に
、
B
I

が
不
足
す
る
と
『
脚
気
』
と
い
う
具

合
で
す
。
今
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る

ビ
タ
ミ
ン
は
、
A
、
B
I
、
B
2
、
C

、
D
、
E
な
ど
、
約
二
十
種
に
の

ぱ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
ご
く
少

量
、
体
の
中
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
食
物
か

ら
摂
取
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
は
体
の
中

で
つ
く
ら
れ
た
り
、
食
物
に
含
ま
れ

る
自
然
の
栄
養
素
な
の
で
す
が
、
重

要
性
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、

人
工
的
に
合
成
・
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
人
工
的
に
つ
く
ら

れ
た
ビ
タ
ミ
ン
を
、
薬
の
よ
う
に
取

り
入
れ
る―
こ
れ
自
体
は
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く

な
ら
食
物
か
ら
取
り
入
れ
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
と
い
う
の
は
い

ろ
い
ろ
な
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
食
物
を
取
る
こ
と
で
、
ビ

タ
ミ
ン
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
他
の

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。

ひ ろば
□
民
謡
教
室

日
時
　
毎
週
土
昭
日
、
午
後
六
時～

八
時
三
十
分

場
所
　
動
労
福
祉
会
館

費
用
　
月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
飯
田
　
八
四

〇
-
二
五
二
六

□
区
民
ス
ケ
ー
ト
の
つ
ど
い

日
時
　
三
月
十
二
日
(
土
)
、午
後

六
時
三
十
分
～
八
時
二
十
分

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

内
容
　
自
由
滑
走
と
だ
れ
に
も
で
き

る
や
さ
し
い
氷
上
運
動
会

参
加
費
　
二
百
円
(
貸
靴
別
)

※
全
員
に
記
念
品
や
賞
品
を
進
呈
し

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
長
谷
部
　
八

八
一
-
九
〇
六
五

□
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
　
三
月
か
ら
毎
週
木
阻
日
、午

後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
産
業
振
興
館
、
中
央
本
町
社

会
教
胃
館

種
目
　
ブ
ル
ー
ス
、ル
ン
バ
等

費
用
　
入
会
金
…
千
円
、会
費
…
一

千
五
百
円

申
込
受
付
　
三
月
中
の
木
曜
日
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
麻
生
　
八
八

一
-
○
二
二
一
、ま
た
は
青
木
　

八
八
八
-
一
六
九
〇

□
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
初
級
講
習

日
時
　
四
月
か
ら
週
二
回
(
昼
ま
た

は
夜
)

場
所
　
日
の
出
町
団
地

費
用
　
三
ヵ
月
単
位
…
一
万
円
(
テ

キ
ス
ト
代
別
)

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
竜
話
番
号
を
明
紀
し
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
植
木
周
雄
(
〒
1
2
0

日
ノ
出
町
二
七
-
三
-
一
○
二

六
　
八
八
二
-
四
八
五
五
<
夜
間

、日
曜
>
)

□
あ
す
な
ろ
グ
リ
ー
ン
ズ
ク
ラ
ブ

私
た
ち
は
身
障
者
の
齊
年
部
を
発

起
し
た
ば
か
り
で
す
。年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
　
毎
月
第
二
日
曜
日
、
午
後
一

時
～
四
時

場
所
　
心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
費
　
月
額
…
五
百
円

問
合
せ
先
　
杉
山
　
八
八
七
-
九

〇
六
〇
、ま
た
は
角
田
　
八
九

六
-
一
七
四
〇
(
夜
八
時
よ
り
)

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
1
2
0
千
住
一
-
四
―
八
)

カット　古岩井ゆみ子さん(西伊興町)

足
立
家
具
新
作
見
本
市

足
立
区
と
足
立
家
具
工
業
会
の
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

足
立
区
の
地
鳩
産
業
で
あ
る
家
具
製

品
を
、
広
く
区
民
の
み
な
さ
ん
に
紹

介
す
る
も
の
で
、
今
年
は
ニ
ト
余
社

が
新
作
家
具
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す

当
日
は
家
具
に
関
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
二
日
(
水
)
・
三
日
(

木
)
午
前
九
時
～
午
後
五
時
「だ

だ
し
、三
日
は
午
後
三
時
ま
)

場
所
　
産
業
振
興
館

問
合
せ
先
　
商
工
係

ご協力ください

犬やねこの
飼い主の方へ

犬
を
敵
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
他

の
人
の
迷
思
に
な
ら
な
い
よ
う
、

糞
を
始
末
で
き
る
チ
リ
ト
リ
な
ど

を
持
参
し
て
、
環
境
の
美
化
に
男

め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
方

は
、
自
宅
に
砂
箱
を
用
意
す
る
な

ど
工
夫
し
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り
に

交
通
災
害
見
舞
金
を
支
給

区
で
は
、
昨
年
四
月
か
ら
発
足
し

た
、
足
立
区
交
通
災
害
見
舞
金
制
度

に
よ
り
、
区
内
在
住
の
四
蔵
以
上
か

ら
中
学
生
ま
で
と
、
七
十
歳
以
上
の

方
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
手
続
き
に
よ

り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
交
通
災
害
　
自
動
車
、

電
車
等
の
陸
上
の
み
で
な
く
、航

空
機
、船
舶
な
ど
の
交
通
機
関
の

交
通
に
よ
る
人
身
事
故

請
求
で
き
る
方
　
負
傷
の
場
合
は
本

人
、死
亡
の
場
合
は
遺
族
の
方

(
た
だ
し
、四
歳
以
上
か
ら
中
学

生
ま
で
は
親
権
者
と
な
り
ま
す
)

請
求
期
間
　
交
通
災
害
を
受
け
た
日

か
ら
二
年
以
内

請
求
に
必
要
な
も
の
　
▼
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
交

通
事
故
証
明
書
　
▼
医
師
の
交
付

す
る
診
断
一
ま
た
は
死
体
検
案
書

▼
住
民
票
の
写
し
▼
代
理
人
が
請

求
す
る
場
合
は
委
任
状
▼
死

亡
の
鳩
合
は
交
通
災
害
者
と
請
求

者
と
の
関
係
を
証
明
す
る
戸
籍
謄

本
等

支
給
額
　
左
上
表
の
と
お
り

※
な
お
、交
通
事
故
に
遭
い
、
ま
だ

請
求
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

特
別
区
交
通
災
害
共
済
へ

ご
家
族
で
の
加
入
を

区
の
見
舞
金
と
は
別
に
、東
京
二

十
三
区
で
行
っ
て
い
る
交
通
災
害
の

共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。一
口
三
百

円
で
二
口
ま
で
加
入
で
き
、見
舞
金

は
ケ
ガ
の
程
度
に
応
じ
て
、一
口
に

付
き
七
千
円
か
ら
百
万
円
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
は
年
齢
の
制
限

が
な
く
、
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
全
員
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。

な
お
、
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
町

会
、
自
冶
会
等
で
の
団
体
加
入
か
大

変
有
利
で
す
。
ま
た
、都
内
の
銀
行
、

供
用
金
庫
、
供
用
組
合
、農
協
等
の

金
融
機
関
で
は
、
佃
人
加
入
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
四
月
一
日
か
ら
掛
金
が
、
一
口
五

百
円
に
な
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
係

ご
提
供
し
て
く
だ
さ
い

簡

単

な

仕

事

内
職
補
導
所
で
は
、内
職
を
希

望
す
る
方
に
く
ら
べ
て
、
内
職
の

仕
事
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
が

少
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。内
戦

仕
事
の
あ
る
事
業
主
の
万
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
職
の
例
　
ス
カ
ー
ト
ー
ワ
ン
ピ
ー

ス
な
ど
の
縫
製
、
手
編
・
機

械
編
、
玩
具
の
租
立
、
ぬ
い
ぐ

る
み
の
縫
製
と
仕
上
、
造
花
、

ゴ
ム
の
バ
リ
切
り
、
タ
イ
プ
、

ト
レ
ー
ス
な
ど
。

問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所
　
八

八
八
-
七
三
四
六

申
告
は
お
早
め
に

三
月
十
五
日
ま
で
で
す

住
民
税
は
、
皆
さ
ん
が
申
告
し

て
い
た
だ
い
た
内
容
に
基
づ
き
、

区
か
税
額
を
決
定
し
て
、
そ
の
税

額
を
通
知
し
、
そ
れ
に
よ

。て
納

税
し
て
い
た
だ
く
も
の
て
す
。

皆
さ
ん
か
、
正
し
い
申
告
を
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
課

税
か
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

前
年
、税
務
署
に
確
定
申
告
を

し
た
人
、前
年
足
立
区
で
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
た
人
を
除
き
、昭
和

五
十
七
年
に
足
立
区
で
課
税
実
績

の
あ
っ
た
人
・
新
た
に
足
立
区
へ

転
入
さ
れ
た
人
等
に
申
告
一
を
郵

送
し
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
五
十
七
年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
人
で
申
告
一
が
届
か

な
か
っ
た
人
は
、
課
税
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
出
張
所
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。

申
告
の
利
便
を
図
る
た
め
課
税

課
職
貝
が
、
出
張
受
付
け
を
行
い

ま
す
。
出
張
日
程
は
、
申
告
書
の

裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
同
封
の
返
信
用
封
簡
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
第
一
・
第
二
課

税
係
へ
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

簡
易
洋
裁
技
能
講
習
会

日
時
　
三
月
七
日
～
十
八
日
、午

前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
内
職
補
導
所

対
象
　
工
藁
用
ミ
シ
ン
の
踏
め
る

方
定
員
　
十
六
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
無
科

申
込
方
法
　
住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
(
健
康
保
険
証
な
ど
)
を
本

人
か
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
受
付
　
二
月
二
十
八
日
(
月
)

午
前
九
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所

八
八
八
-
七
三
四
六

募
集
し
ま

す

臨
時
職
員
(
学
校
警
備
)

勤
務
先
　
区
立
小
・
中
学
校

勤
務
内
容
・
時
間
　
日
曜
日
・
祝

日
の
学
校
警
備
、
午
前
八
時
三

十
分
～
午
後
九
時
三
十
分

資
格
　
六
十
五
歳
ま
で
の
男
性
で

健
康
な
方

申
込
方
法
　
履
歴
書
に
写
真
を
添

え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会

教
職
員
係
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ご
参
加
く
だ
さ
い

募
集
・
催
し
も
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト

判
定
員
養
成

講
習

会

地
域
、職
場
、家
庭
な
ど
で
、だ

れ
も
か
手
軽
に
自
分
の
体
力
を
テ
ス

ト
し
、健
康
管
理
の
め
や
す
と
す
る
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト
の
普
及
指

毒
艮
に
な
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
　
三
月
十
五
日
・
十
六
日
、
午

後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
佐
野
体
育
館

対
象
　
二
十
歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

費
用
　
無
料

定
員
　
百
名
(
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
力
テ
ス
ト
希
望
」
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
七
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
八
)

都
民
体
育
大
会
足
立
区
予
選
会

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時
　
三
月
二
十
日
・
二
十
一
日
(
準

決
勝
・
決
勝
戦
)
、午
前
九
時
か
ら

(
雨
天
の
場
合
は
、
三
月
二
十
七

日
、
四
月
三
日
に
順
延
)

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
　
男
女
と
も
シ
ン
グ
ル
ス

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
方
、区

庭
球
協
会
加
入
者
(
小
・
中
・
高
・

大
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
)

費
用
　
千
円

申
込
方
法
　
吐
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
畷
藁
・
畦
別
・
電

話
番
号
を
明
紀
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
二
月
二
十
八
日
(
必
着
)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
協
会
で
賢

任
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
庭
球
協

会
(
〒
1
2
1
竹
の
塚
四
-
三
-
二
五

-
三
〇
五
　
浦
中
方
　

八
八
四
-

五
五
三
六
)

都
民
体
育
大
会
足
立
区
予
選
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
四
月
三
日
、午
前
九
時
か
ら

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
七
ン
タ
ー
ほ

か
種
目
　
一
般
男
子
・
一
般
女
子

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

高
校
生
以
上
で
結
成
し
た
チ
ー
ム

費
用
　
有
料
(
別
途
通
知
)

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
七
日
(
必
肴
)

※
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
会
議
を
、

三
月
二
十
五
日
(
金
)
、
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
(
〒
1
2
0
西
綾
願

二
-
二
三
-
二
四
　
ス
ポ
ー
ツ
デ

ィ
ト
内
　

八
八
六
-

二
四

二

〇
)軽

ス
ポ
ー
ツ

講
習

会

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に

で
も
手
軽
に
で
き
る
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ

の
講
習
会
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

家
庭
、
職
場
な
ど
で
楽
し
く
健
康
体

力
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
五
日
～
十
八
日
、午

後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
東
和
体
育
館

対
象
　
十
八
歳
以
上
で
区
内
在
住
・

在
動
・
在
学
の
健
康
な
方

講
師
　
東
京
都
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
連

盟
所
属
の
指
導
貝

定
員
　
六
十
名
(
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
、ま
た
は
往
復
ハ

ガ
キ
(
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

銛
番
号
・
職
業
・
「軽
ス
ポ
ー
ツ

希
望
」
を
明
記
)
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
一
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
八
)

グ
ル
ー
プ
茜

油

絵

展

東
部
セ
ン
タ
ー
の
絵
画
教
室
、
研

究
会
受
講
生
に
よ
る
油
絵
展
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
二
十
五
日
二

一
月
一
言
(

三
月
一
日
を
除
く
)
、午
前
十
時

～
午
後
六
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
東
都
セ
ン
ター
　

六

〇
五
-
七
一
〇
一

〝
余
暇
の
充
実
に
〟

中
央
本
町
社
会
教
育
館

中
央
本
町
社
会
教
育
館
で
は
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
会
議
室

な
ど
を
、
学
習
会
、
講
演
会
、
各
種

集
会
な
ど
の
自
主
的
な
社
会
教
育
活

動
の
た
め
に
幅
広
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
の
施
設
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
・
地

域
の
方
々
と
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
社
会
教
育
館
　

八
五
二
-
一
四
三
一

科
学
映
画
会

日
時
　
二
月
二
十
六
日
(
土
)
、午
後

二
時
～
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

題
名
　
「岩
は
ま
の
助
物
」
「水
鳥

の
生
活
」

定
員
　
当
日
先
着
百
五
十
六
名

費
用
　
無
料

間
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八

五
〇
-
八
八
〇
一

青

年
教

室

青
年
期
の
恋
愛
・
性
な
ど
の
あ
り

方
を
考
え
ま
す
。

日
時
　
二
月
二
十
四
日
、三
月
十
二

日
・
十
六
日
・
二
十
四
日
・
二
十

九
日
、
午
後
七
時
～
九
時

場
所
　
中
央
本
町
児
童
館
(
二
月
二

十
四
日
、
三
月
二
十
九
日
)
、
中

央
本
町
社
会
教
育
館
(
上
記
以
外

の
日
)

対
象
　
青
年
男
女

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
一

括
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

花
畑
セ
ン
タ
ー

□
牛
乳
・
乳
製
品
の
上
手
な
使
い
方

日
時
　
三
月
十
八
日
、
午
後
二
時
～

四
時
三
十
分

対
象
　
区
内
の
婦
人

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
五
百
円
(
材
料
賢
)

□
フ
ォ
ー
マ
ル
ク
ラ
ッ
チ
バ
ッ
ク

日
時
　
三
月
九
日
・
十
五
日
、
午
後

一
時
～
四
時
三
十
分

対
象
　
区
内
の
婦
人

定
員
　
四
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
玉
虫
色
二
千
八
百
円
、金
・

銀
色
四
千
五
百
円

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
材
料
費
を

添
え
て
直
接
窓
口
へ
(
二
月
二
十

二
日
か
ら
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
二
六
一
七

読
書
講
演
会

日
時
　
二
月
二
十
六
日

午
後
二
時

～
四
時

場
所
　
梅
田
児
童
館
集
会
室

謂
師
　
森
比
左
志
氏
(
児
童
文
学
者
)

内
容
　
「こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
の
絵
本
」

「は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」な
ど
の

絵
本
で
お
な
じ
み
の
作
者
が
、絵

本
と
子
供
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
梅
田
児
童
館
　

八
四
八
-
三
四
二
一

学
校
開
放
利
用
団
体
の
登
録
更
新

現
在
お
持
ち
の
登
録
カ
ー
ド
の

有
効
期
間
が
、二
月
三
十
一
日
で

切
れ
ま
す
。
ひ
き
続
き
学
校
施
設

を
利
用
さ
れ
た
い
団
体
の
方
は
、

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
二
月
二
十
八
日
～
三

月
五
日

必
要
な
も
の
　
利
用
団
体
登
録
申
請

書
、
現
在
使
用
中
の
団
体
登

録
カ
ー
ド
、
団
体
の
名
簿
、
規

約
(
会
則
)
、
責
任
者
の
印
鑑

奈
郵
送
に
よ
る
受
付
け
も
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、
社
会
教
育
都
管

理
課
施
設
係
へ
。

相

談

区
民
相
談
室
　

午
後
一
時
～
四
時

▽
法
律
和
駿
…
…
…
…
…
…
…
紅
週
木
曜
日
(

第
一
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
税
務
相
酸
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
紅
月
第
二
金
曜
日

▽
人
椛
身
の
上
相
験
…
…
毎
月
第
二
火
曜
日

区
民
相
談
室
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽

。般
棚
談
…
士
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
嘔
故
相
談
…
…
…
月
曜
日
～
金
曜
日

3 月の 安 売 り デー

お目

米

物
…
…
…
…
…
…
…
一一
月
十
六
日

《
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
》

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
一一一
月
十
八
日

氣
冂
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
》

豚

肉
…
…

】一一
月
十
二
日
・
二
十
六
日

《
亦
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
》

婦人問題講演会

女性自身を

生 き る
講師　落合恵子さん

意欲的な著作活動をしている落合恵子さんを講

師に迎えて、婦人問題講演会を開きます。
落合さんは著書の中で、「 ひそやかに、自分の

価値観で 自゙分を生きる、女たちの、底 力」を、

歴史の流 れを変えてい く源であ ると述 べ て い ま
す。女性 が自分自身を生きてい くということにつ

いて、人気DJ だった落合さんの、巧みな話術を

生かしてお話しいただ く予定です。どうぞお気軽

においでください。

日時　3 月5 日( 土) 午後2時～4時
場所　竹の塚社会教育館大ホール( 4 階)
※ なお、託児を希望される方は、電話で2 月末日

までにお申し込みください。( 託児は2 歳以上学
齢翦のお子さんに限り ます)

問合せ・託児申込先　 婦人対策担当

掲
示
板

高
齢
者
職
業
相
談

▽
区
役
所
相
破
室
…
毎
月
第
四
火

曜
日

▽
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
…
毎
月
第
四

木
曜
日

▽
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
…
毎
月
第

三
木
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
。
た
だ
し
、
西

新
井
区
民
ホ
ー
ル
は
午
後
四
時
ま

で
。

問
合
せ
先
　
足
立
区
高
齢
者
事
業

団
(
　
八
七
〇
-
六
二
二
二
)
、

墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
(

六
二
五
-
七
六
六
八
)

商
業
専
修
コ
ー
ス

生
徒
募
集

今
年
も
二
十
歳
以
上
の
男
女
を

対
象
に
、
商
業
専
修
コ
ー
ス
を
夜

間
、
開
講
し
ま
す
。
入
学
希
望
の

方
は
、
次
の
脱
明
会
の
う
ら
都
合

の
よ
い
日
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時
　
二
月
二
十
八
日
、

三
月
十
四
日
・
二
十
六
日
、午
後

七
時
か
ら

主
な
科
目
　
簿
記
会
計
、
計
算
事

務
、
タ
イ
プ
、
電
算
情
報
処
理

定
員
　
約
四
十
名

願
書
受
付
日
　
四
月
二
日
・
四
日
～
六

日

※
入
学
希
望
の
方
は
、
必
ず
説
明

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
都
立
探
川
商
業
高
校
　

六
二
三
-
六
〇
〇
二
(
午
後

三
時
～
八
時
)

治
療
教
育
職
員
養
成
所

生
徒
募
集

発
達
障
書
乳
幼
児
の
福
祉
や
教

育
に
た
す
さ
わ
る
方
に
、
冶
療
教

育
の
専
門
的
知
識
技
能
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
た
め
の
養
成
所
で
す

修
業
年
限
　
夜
間
二
年
制
(
月
曜

日
～
金
曜
日
、午
後
六
時
～
八
時

四
十
分
)

入
学
資
格
　
保
母
、教
員
、児
童

指
導
員
等
の
賢
格
の
あ
る
方

く
わ
し
く
は
、
う
め
だ
・
あ
け

ぼ
の
治
療
教
育
職
貝
養
成
所
(
　

八
八
九
-
一
七
〇
〇
―
午
後
二
時

か
ら
)
へ
。

ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

ア
パ
ー
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

三
世
帯
以
上
の
共
同
住
宅
や
、
飲

食
店
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
な
ど

大
勢
の
人
が
集
ま
る
施
般
で
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
を
使
用
す
る
と
き
は
、

「
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
」
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
住
宅
に
つ
い
て
も
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
「
警
報
器
」

の
取
付
け
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
供

給
し
て
い
る
販
売
店
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
都
環
境
保
全
局
高
圧

ガ
ス
課
　
二
一
四
-
七
四
一

一都
民
劇
場
会
員
募
集

優
秀
な
演
劇
・
映
画
・
音
楽
が

安
い
会
費
で
鑑
賞
で
き
る
便
利
な

会
員
制
の
暖
賞
団
体
と
し
て
都
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
都
民
劇
場
で

は
、
春
の
斬
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
民
劇
場
(
　

五
七
二
-
四
三
二
)

へ
。

労
働
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て

い
る
事
業
場
は
、
労
働
保
険
(
労

災
保
険
十
雇
用
保
険
)
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
す

る
場
合
に
は
、
労
働
保
険
事
務
組

合
に
事
務
委
託
す
る
の
が
便
利
で

す
。く

わ
し
く
は
、足
立
労
働
基
準

監
督
署
(
　
八
八
二
-
一
一
八

七
)
、ま
た
は
足
立
公
共
職
業
安
定

所
(
　
八
八
二
-
一
二
八
七
)
へ
。

国
の
進
学
ロ
ー
ン

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
現
在
、

国
の
進
学
ロ
ー
ン
を
取
扱

。て
い

ま
す
。早
目
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
今
春
、
高
校
、
短
木

大

学
、
専
修
学
校
等
へ
進
学
さ
れ

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
方

融
資
額
　
一
進
学
者
に
つ
き
五
十

万
円
以
内

期
間
　
進
学
さ
れ
る
学
校
の
修
業

年
限
以
内

利
率
　
年
八
・
四
%

保
証
人
　
一
名
以
上
(
保
証
基
金

利
用
の
場
合
は
不
要
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
金
融
公

庫
千
住
支
店
　
八
八
一
-
六
一

七
五

無
料
税
務
相
談

申
告
や
そ
の
他
の
税
の
こ
と
な

ら
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
二
月
二
士
二日
(
水
)
午

前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

場
所
　
区
役
所
一
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
経
倉
指
導

所
　
八
八
二
-
九
四
一
七

確
定
申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務

署
、
西
新
井
税
務
署
へ
。

訂
正

二
月
五
日
号
(
三
面
)

に
掲
載
の
肥
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す

《正
》

特
例
給
付

《
誤
》
特
別
給
付

お子さんのこ とで

お悩みの方へ

教育相談室

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
電
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
　
毎
週
火
曜
日
～
金
曜
日
、
午

前
十
時
～
午
後
四
時

電
話
番
号
　
八
八
四
-
七
八
六
七

□
面
接
に
よ
る
相
談

《
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室
》

日
時
　
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
、
午

前
九
時
～
午
後
五
時
(
た
だ
し
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相

談
室
　

八
五
九
-
九
五
三
一

《
教
育
相
談
東
部
分
室
(
北
一
二
谷
小

学
校
内
)
》

日
時
　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
、午

前
九
時
～
午
後
四
時

問
合
せ
先
　
教
胃
相
談
東
部
分
室
　

六
二
〇
-
五
九
〇
〇

Y. S　239, 000


